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鳥取県教育委員会教育長 山 本 仁 志 



令和元年度鳥取県英語教育推進フォーラムの概要について 

 

令和元年１２月２０日 

 高 等 学 校 課 

  

小・中・高校の外国語科・英語科教員が一堂に会し、授業改善に熱心に取り組んでいる県内小・中・高

校の先生方による実践発表や外部有識者による講演をとおして、異校種が連携した英語教育体制づくり

や教員の指導力向上を図る「英語教育推進フォーラム」を開催しました。「鳥取県の英語教育をどうして

いくかについて異校種間で建設的な意見交換ができた」「実践発表及び講演会をとおして、学びの本質に

迫る研修ができた」等、小中高校の連携を推進するうえで有意義な研修であったとの感想が、参加された

先生方から多数寄せられました。 

  

１ 概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和元年１１月２５日（月）午前１０時～午後４時３０分 

対象者 県立高等学校英語教員（各校から１名以上） 

県内公立私立小・中学校、義務教育学校、特別支援学校の参加を希望する教員 

    （参加者合計７７名） 

主 題 「達成目標から逆算して設計する授業づくり（授業中の言語活動の活用と充実）」 

内 容 研究・実践発表① 湯梨浜町立東郷小学校 松本 真 教諭  

習った表現を駆使して、児童が自分のことや身の回りの 

ことについて英語でやり取りする活動を小学校の授業に 

効果的に導入する実践について 

研究・実践発表② 倉吉市立東中学校 山根 晃治 教諭  

外部試験受験をとおして生徒に動機づけを図るとともに、 

 その結果を活用し、話す活動を中心に生徒の英語力を伸 

ばす実践について 

研究・実践発表③ 米子東高等学校 景山 浩之 教諭  

社会的な問題を取り扱い、生徒の興味関心や課題意識を引き上げながら、英語４技

能を効果的に統合する言語活動の実践について 

    講演・ワークショップ 東京家政大学教授 太田 洋 氏 

      児童生徒の学びの到達段階を見極めた指導のあり方と、スモールトークを軸にし

た言語活動や効果的なフィードバックの方法について、ワークショップを取り入

れた参加型の講演 

感 想  ・小中高の縦のつながりが大変よくわかりました。「連携」を意識して研修を何度か

受けてきましたが、実践がこのようにつながっていく、という実感を得られる貴重

な研修でした。（中学校教員） 

     ・小中高と系統的な学びを意識できて、大変有意義な 

学びの場となりました。自校に戻って、他の先生方 

にも伝達することをとおして、最後に太田先生が強 

調された全校・全教職員で学校全体に、新たな英語 

教 育の流れを共有して実践に当たりたいです。 

（小学校教員） 

 

意見を交わす参加者 

研究・実践発表 



２ 外部有識者による本フォーラムの講評及び意義について 

         山岡 憲史 教授（立命館大学教育開発推進機構） 

         ・テーマに基づき、生徒が能動的に取り組んでいける状況や場面を設定しながら、４ 

          技能をちりばめた言語活動を仕組んでいきたい。 

         ・鳥取県の英語教育にとって画期的な一日。小中高の先生が、腹を割ってじっくり話 

す機会が持てたことは特筆すべき出来事だ。 

 

         巽 徹 教授（岐阜大学教育学部） 

         ・既習というのは教師側の思い込みであるケースが多い。児童生徒に何度も繰り返さ 

せ、英語を使って「もがく経験」を積ませることが、英語を使える土台となる。 

         ・映像の持つ教育力は絶大。県教育委員会の学習支援サイトに好指導事例等をアップ 

し、全県的に共有することで小中高一貫した英語教育の更なる推進を。 

 

         太田 洋 教授（東京家政大学人文学部） 

         ・小中高連携ができた姿とは「小（中）でやったことが、中（高）で生きている。」 

と生徒が感じたときである。「教える前に引き出してみる」という教え方に挑戦を。 

・県教育委員会の主催で、小中高校教員が一堂に会して一貫性のある英語教育につい

て検討しあう研修会は全国でも稀。ぜひ継続を。 

 

３ 参加者感想 

（１） 小学校実践発表について 

・実践の中から、児童の様子を見とり、その課題に対して授業を改善していかれた今回の実践は、

授業研究の本来の姿だと思い、大変納得できました。小学校の実践から学ぶ機会を持てて、大変

貴重な時間でした。（中学校教員） 

・子どもたちがもっと話したくなるような心が動くテーマ設定が必要とのことだったが、高校現

場でもそれを感じている。英語で会話するのが楽しい子たちを中高で減らしてはいけない。（高

等学校教員） 

（２） 中学校実践発表について 

・中学校以降で内容伝達重視のやりとりを授業で取り組むためには、小学校段階で、人に伝えて分

かってもらえることの喜び、人とかかわることが楽しいと実感することなどの経験を多く積み、

中学校へ送り出す必要があると思った。他教科とも連携して、コミュニケーションをとるための

素地を身につけさせるという意識を持って日々の実践を行っていきたい。（小学校教員） 

・外部試験を意識した取り組みが学校の中でしっかり設定できているなと感じた。授業の様子も

生徒は楽しそうに参加できていたし、下位・中位の子でも英語を発信できていたので、日頃から

の手厚い指導が垣間見えてきました。（高等学校教員） 

（３） 高等学校実践発表について 

・小学校３年生から学習を始め、10 年間をとおしてどのような姿になっているのかが分かり、良

かったです。子どもたちが英語を学ぶ意欲を高め、将来は仕事などに活かすことができるような

力を身に付けられたらすてきだと思いました。英語が好きな児童を育成したいです。（小学校教

員） 

・1つの授業の中でも一貫した内容で、かつ 4技能統合が実現されているという点は大変感動いた

しました。生徒が生き生きと聞いて話して読んで書く姿に自分の生徒がつながっていくよう、

日々の教材・授業研究を先を見据えて行いたいと思います。（中学校教員） 

 

４ 参考資料（別添） 

  参考資料１ 令和元年度鳥取県英語教育推進フォーラム 新聞記事（山陰中央新報、新日本海新聞） 

  参考資料２ 「英語教育」2019 年度４月号 掲載記事（小中高でつながる「鳥取県英語教委育推進

会議」） 








